



Outline of the wireless hut built in 1957 and the old living hut built in 1969
at Syowa Station, Antarctica and the outside environment
—Preface—
Zenkichi Hirayama1 and Masashi Sano2
Abstract: It has been decided to dismantle the wireless hut built in 1957 and the
old living hut built in 1969 at Syowa Station, Antarctica in accordance with a renewal
project plan. A Commission of Construction Experts, the Architect Committee
brought the above two buildings as test samples to Japan and in cooperation with sev-
eral research institutes and researchers, investigated the effect of aging. We herein
report the those results.








1．は じ め に
1957年，南極大陸の一端，オングル島に昭和基地 (69°00′22′′E，39°35′24′′S) が建設された．
当初の建物は，木質プレハブリケイションシステムの居住棟・本屋棟・無電棟とスチールパイ
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以来，昭和基地では毎年増設を重ね，第 10次観測隊 (1969年) では，表 2に示す，第 10居
住棟他ロケット施設 3棟を含む，延べ床面積 264.4 m2を建設した．
昭和基地は輸送船「宗谷」の老朽化により一時基地閉鎖があったものの，新設と更新を重
ね今日 (2002年) では計 51棟，総床面積 6130 m2の大規模な基地となった．
国立極地研究所設営専門委員会建築分科会では，昭和基地整備計画に伴い，撤去すべき建
物のうち，今回表 1及び表 2に示す建物の無電棟と第 10居住棟をそれぞれ持帰り，経年変化
による諸性能試験を行った．
表 3に示すように建物の南極における経年は，無電棟がほぼ 40年 (平山ら，1997) 第 10居
住棟がほぼ 30年である．なお，1981年には第 1次南極観測隊によって建設された居住棟 (旧
地学棟) (表 1参照) (佐藤ら，1983) を今回同様持帰り，諸性能試験を行った．
この結果，昭和基地建物に関しては，ほぼ建設後 20年，30年，40年ごとの経年変化の資
料がそろうことになる．
図 1および図 2に復元された無電棟と第 10居住棟の復元・完成写真を示す．
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表 1 第 1次南極観測隊用建物とその概要
Table 1. The wireless hut built in 1957 by JARE-1.
名　称 床面積（m2） 構　造 概　要
居住棟 40.3 木製パネル，プレハブ式 居住，オーロラ観測
本屋棟 40.3 木製パネル，プレハブ式 食堂，台所，居住
無電棟 40.3 木製パネル，プレハブ式 通信，居住
発電棟 54.1 スチールパイプ，キャンバス製 発電，造水，風呂
表 2 第 10次隊によって建設された建物
Table 2. The old living hut built in 1969 by JARE-10.
名　称 床面積（m2） 構　造 概　要
第 10居住棟 100.0 コンクリート高床式，木製パネル， 10個室，ラウンジ
プレハブ式
レーダーテレメーター室 86.4 鉄骨高床式，木製パネル， ロケット観測
プレハブ式
コントロールセンター室 21.6 鉄骨高床式，木製パネル， ロケット観測
プレハブ式
組立調整室 56.4 鉄骨高床式，木製パネル， ロケット観測
プレハブ式
表 3 試験に供した建物
Table 3. Building used for research samples.
名　称 建設年と隊次 持ち帰り年
無電棟 1957年，第 1次 1997年
第 10居住棟 1969年，第 10次 1998年
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図 1 無電棟の復元完成写真 (於：国立科学博物館) 
Fig.1. Photo of the completely restored wireless hut (National Science Museum).
図 2 第 10居住棟の復元完成写真 (於：日本大学理工学部船橋校舎) 


















































































































1) 風速最大：無電棟，80 m/s；第 10居住棟，60 m/s
2) 積雪：無電棟，2 m (600 kg/m2)；第 10居住棟，0 m (強風のため)
3) 夏季平均気温：－15°C～＋5°C
4) 冬季最低気温：無電棟，－60°C；第 10居住棟，－50°C
5) 相対湿度： 40%～ 80%
6) 室内温度：＋18°C～＋20°C
また，建設以来供試建物の受けた環境条件を，南極観測隊の気象観測資料を参考に，昭和







表 5 無電棟の仕様 (概要)
Table 5. Specs (outline) of the wireless hut.
部　　位 部　　材 材　　　　　　料



















図 3–5 無電棟平面図 (図 3)，立面図 (図 4)，断面図 (図 5)
















Fig. 6. Layout drawing of construction at Syowa Station around 1957.
図 7 1957年の昭和基地 (南から見る)





7月 19日～ 11月 16日 国立科学博物館「南極展」に展示 (試験体に使用した部
位は 1981年に持帰った居住棟 (旧地学棟) の部材を使用した) 現在稚内市の博
物館に復元展示されている．
3.2. 第 10居住棟










4月 15日～ 19日，復元・組み立て，4月 23日～ 29日一般公開 (屋根をシート
で養生したが，3日間降雨があり部材の一部に水が染みた) 
4月 30日～ 5月 1日，解体，シートで養生，5月 2日より順次研究者が供試体
として搬出
平山善吉・佐野雅史428
表 6 第 10居住棟の仕様 (概要)
Table 6. Specs (outline) of the old living hut.
部　　位 部　　材 材　　　　　　料










図 8 第 10居住棟平面図
Fig. 8. Plan view of the old living hut.
図 9 第 10居住棟立面図
Fig. 9. Elevation view of the old living hut.
図 10 第 10居住棟立面・断面図
Fig. 10. Elevation and sectional views of the old living hut.
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図 11 1969年の昭和基地建物配置図
Fig. 11. Layout of construction at Syowa Station around 1969.
図 12 1969年の昭和基地 (北東から見る)
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